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f原罪Jを探す子供たち
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当論文の呂的は、中井英夫がナサニヱjレ・ホーソーンから被った文学的影響の一端を明らかにする
ことにある。両者は文学的スタンスやスタイ jレからして、およそ類を異にするが、その中にあって、
中井の短篇「真技中の鶏jとホーソーンの『緋文字jの類似関係は目をヲlかずにおかない。表面的ス
トーリーだけを比べてみれば、間作品は必ずしも似ているとは言いがたいが、そこに登場する二人の
子供、すなわち砂美とパールを定点に据えて、そのf立置から物語を眺めてみると、両作品に共通する
文学的な裂や縞神講造が見えてくる。この二人の子供は共に「原罪jを探し求めており、その「原罪」
は姦通の彩りを帯びた母親の罪に源を発する。二人の「原罪j探しの旅は、自らのアイデンティティー
の探求へと通じている。 同t文字jの主人公とはいえないパールを、中井はなぜ「真夜中の鶏jの砂美
の原型として選び取り、彼女を主人公とする作品を書いたのか。その理由を探る時、中井の生い立ち
に起閣する流刑意識や、亡き母への思慕の惰が、作品に色濃い影を落としている事実が明らかになる。
そして中井の母に対する患いは、ホーソーンが幼い頃に失った父への思いに通じるものでもあった。
そこから、一見縁遠く思える中井とホーソーンの精神的縁戚関係がほの克えてくる。
I 
ナサニエル・ホーソーン (Nathaniel Hawthorn日)は昔から自本の読者に親しまれてきた作家でありなが
ら、こと日本文学への影響となると、これまで注目されるところが少なかった。私は先の論文で、ホーソー
ンの「大望ある客人J(“The Ambitious Guest")と中井英夫の f大望ある乗客jを対象として、単に f影響j
という言葉で言い表すにはあまりに露に過ぎる関係を詳らかにした。lそもそも題名の類似から明らかな
通り、中井は貸借関係を少しも隠そうとしておらず、逆に読者のホーソーン作品に対する予備知識を前提
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としている観さえある。しかしながら、この一例だけを以てしては、ホーソーンと中井の関わりの深さを
測るには不十分で、ある。そこで両者の関係をよりトータルな形で捉えるためには、更に考察の範聞を広げ
ることが求められよう。
その前提として、一体中井英夫の作品はホーソーンと並べて論ずるに値するのかという疑開の声に答え
ておかねばなるまい。確かに中井英夫といえば、ト 1)ッキーで耽美的な幻想、小説を得意とする、単なる通
俗作家、あるいは大衆小説家という評価が世揮ではまかり通っている。実E器、純文学作品というには、い
さかか通俗の諒りを免れない作品も少なからず見受けられる。また暴克の大作 f虚無への供物Jのあまり
に高い世評が災いして、推理小説作家としてのみ認識している読者も多かろう。だが、昭和三十七年第八
閤江戸川乱歩賞候補作となった f虚無への供物jにしてからが、決して単なる推理小説に習まらず、中井
の盟友吉行淳之介が述べているように、 f本格推理小説としても成功しているが、推理小説の衣装をつけた
文学作品といえるoJまた当の中井自身も、純文学と大衆文学の関に翻然たる区別を設けることにさした
る意味を見出しておらず、概して否定的な見解を有していた。ましてや純文学と大衆文学の境界が陵味化
し、両者を区間して論じること自体が意味を失いつつある今日、ことさらに中井の作品を文学研究の坪外
に寵くことは、不当な扱いと替わざるをえまい。
東京大学文学部言語学科に学んだ中井は、若い頃から西欧文学に深く親しみ、その広範なる知識は並の
研究者など及ばぬほどであった。中でもとりわけフランス文学とロシア文学を愛好したJ彼のエッセー、
日記、インタビュー記事などを見てみると、メリメ、モーパッサン、 1)ラダン、アナトール・プランスなど
の名前が際立って頻出しており、その愛着のほどが窺われる。それに比して、中井がアメリカ文学に
したケースとなると、ポーを唯一の例外として、ほとんど見当たらない。彼はアメリカ自体を、日本に負
けず劣らず「軽悦i手薄jな国として嫌っており、しかも「本質的な由民性からいふと、芸術の感覚は日本
人がはるかにまさってゐる株に思ふ」と述べている 04 そのような国の文学に優れたものがあろうはずがな
く、また好きにもなれまい。アメリカ文学嫌いの仁村井にあって、唯一ポーに対する熱愛ぶりは、上記のフ
ランス人作家たちにも劣らぬものがある。ポーに関わる言及は、エッセーなどに限らず、小説の中にも度々
現れるなど、それこそ枚挙に暇がない。ただし中井がどこまでポーのことをアメリカ人作家として意識し
ていたかについては、大いに疑開が残る。ポーの作品が箆雅なヨーロッパ的な香りを漂わせ、バイタリ
ティー溢れる庶民的なアメリカ臭さに欠けるがゆえに、中井はポーを女子んだと考えられる。
そこで今度はホーソーンに日を向けて、中井が産接ホーソーンの名前を挙げているケースを調べてみる
と、寡閣にしてたった一例しか克当たらない。しかもそれはエッセーでも小説で、もなく、本来一般読者の
自に触れる機会のない日記の中である。これでは中井とホーソーンの関連性が注目されなくても仕方がな
い。日記のこの箆所に関しでは、また後ほど採り上げることとして、次に他の研究者たちが中井と外国作
家との関係について論じた文学批評等に自を転じてみると、ポーから受けた影響が取沙汰されることは
あっても、ホーソーンの名前が出てくることなどまずない。百本の作家も含めて、過去の文学遺産を様々
に換骨奪胎し、自在に活用している中井であってみれば、ホーソーンからの借用など、論ずるに足らずと
いったところであろう。
確かに一見したところ、中弁とホーソーンの接点は乏しいように感じられるが、よくよく日を凝らして
みると、中井の作品の中にはホーソーンに影響された、あるいはホーソーンの小説を念頭に置いていると
思しき発想や文章が特に見受けられる。例えば、短歌誌の嬬集に長年携わってきた中井の発言に、「月明り
でも星明りでも、上七日記は何ともあれ白昼の下司な光に得堪えぬ弱さこそ、実は今後の短歌を支えてゆく強
さなのではなかろうかjとあるJホーソーンの愛読者ならば、ここに fトワイス=ト-)レド・テールズj
(Twice時ToldTales)序文の、“Thebook， ifyou would see anything in it， requires to be read in the clear， 
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brown， twilight atmosphere in which it was written; if opened in the sunshine， itis apt to look exceedingly 
like a volume of blank pages"という言葉の木霊を聞く思いがすることだろうJあるいは『緋文字Jl(The 
Scarlet Letter)の「税関J(“The Custom-House")の章に述べられている、月光と陽光の比R訟を用いた有
名なロマンス論を思い出しでもよい07~日の一例を挙げると、中井は当初 f虚無への供物J を「塔品夫」名
義で発表しているが、彼は当時の日記に自らのペンネームを佼臨になぞらえて、「そのうちこの仮面は顔の
肉にひっついて、とれなくなるかもしれず・.. Jと記しているJもちろん、これは一般にしばしば用い
られる比H訟であり、ホーソーンとは必ずしも擦係ないかもしれないが、彼の小説にはこの言葉がいかにも
当てはまりそうな人物が多数登場しており、例えば『鉾文字jのデイムズデールがかぶっている「仮面」
を評した、“Noman， for any considerable period， can wear one face to himself， and another to the multitude， 
without finally getting bewildered as to which may be the true" (216) という文章に、持者の鎮縁関係
を見て取ることは不可能ではあるまい。それから約一週間後、中井は同じ日記に臼f'Fr虚無への供物jに
ついて、「そこに夜、が描こうとしたのは、すべての倫理、すべての生活感情を裏返しにした、完全な陰画の
世界であった。ふだん見慣れた白黒の陰騒が、そのまま裏返しとなって、ふしぎな美しさを、異様な現実
感を醸し出すその手法は・. . Jと綴っているが、この評言は侍と適切にホーソーンの作品世界の特質を
も言い表していることか09
他にも中井とホーソーンの少なからぬ関わりを感じさせる記述等がないわけではないが、それ以上に注
自すべきは、作品そのものが両者の影響隠係をより直裁に示していると思われるケースである。そのよう
な事倒が幾っか克受けられる中で、今回は特に中井の短篇「真夜中の鶏jとホーソーンの代表作 f緋文字J
を採り上げて、次寧で論考を加えていきたい。
E 
先に中井が日記の中でただ一度だけ、ホーソーンの名前を挙げていることを紹介したが、その館所とは
終戦後に番かれた『続・黒鳥館戦後日記jの1948年9月6日の墳に当たる。具体的な記述は以下の通りで
ある。
f緋文字jをよんだ。
ホーソンの「大望ある客人」は、世界のこれまでの短篇のうち、すぐれたもののひとつとして、私
の愛着を惜しまぬものであるが、何故か「緋文字」にはついてゆけなかった。
アナンピシャスゲストが、中学一年のとき五年生の、何とかいふ秀才〈大内力氏だ、った》の手によ
って校友会雑誌に訳され、夜、が限りない哀れさを寄せたのが実にこの訳によるものであってみれば、
前来十数年、何遍か手をのばせば扇くところに「緋文字jもおかれてゐたけれど、どうにもなじめな
い気持ちのまま放っておいたのは、やはり予感どほり、あまりにも十九世紀中葉めいた叙文のせいに
他ならない。
ヘスタ・プリンもデイムズデイル蹄も、ローヂャ・チリングワスなる人物もパールちゃんも、実も
って騰ヨーにあらはれたまひ、東高々々、悲劇の大詰とござーいとばかり壇上に立ちたまひで、もう
筋書結構は初手からみえすいてゐるのであれば、勢ひょむはうの私にしても、十九世紀的に壊を据ゑ
て、作者の面白がらせようとするところで面白がり、終ったところで終るより仕方もないのだ。10
当時の日記をそのまま採録、刊行したものであるため、文章にいささか乱れが見られるが、例えば「謄ヨ-J
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とあるは、おそらく「鷹揚jと書きたかったのであろう。十三歳の時に親しんだ「大望ある客人jへの強
い愛着を表明する一方、ニ十六歳にして初めて読んだ『緋文字Jに対しては、半ば茶化しながらくさして
いる。この中井の見方は世間一般、あるいは大方の研究者の評価とは正反対になっており、なかなか輿味
深い。
この文章を手がかりに、中井が f緋文字jに手厳しい評価を下した理由を探ってみると、中井文学の特
賞も自ずと浮かび上がってくる。まず第一に、大作 f虚無への供物Jなど数篇を開外として、中井は基本
的に天性の鐙篇作家である。先に中井の寵愛する作家として名を挙げたメリメ、モーパッサン、リラダン、
A・フランスらは、いずれも切れ味鋭い短篇小説の名手として名高い。彼らはそれぞれに優れた長篇小説
も物しているが、短篇小説にあってこそ、彼らの真髄が最高に発揮される。中井は日記の中で、 fトルスト
イ。ゲーテだのパルザックだのスタンダアルだの、これら文学史上にどっかり坐りこんだ「文豪j達位、
に醜悪に映るものはないJと述べており、「文豪jたちの重厚長大な作品世界への嫌悪を隠さない011 中
井の女子みは、大勢の登場人物が入り乱れて、だらだらと続く一大スベクタクル芭篇よりも、一寸の隙もな
く、かっちりと構築されたコント風の作品にある。作中に何でも彼でも詰め込める長篇小説と比べて、短
篇小説というジャンルはその短さゆえに種々の制約が諜されている。その狭く限られた小宇宙の中に凝縮
された文学的エッセンスが、きらりと一瞬きらめく、小粒で透明なダイアモンドのような作品こそ、中井
の夢克る永遠の理想、である。『緋文字jは長篇としては短めで、あり、またホーソーンの他の長篇に比べれば
よく鰻まっているが、それでも中井の基準からすると、ぐずぐずとまどろっこしく感じられるのであろう。
に、中井は『緋文字』のいかにも十九世紀的な大仰さに辞易していることが読み取れる。けれんみ
たっぷりのストーリ一、登場人物の芝居がかった大袈裟な身振り、作者ホーソーンと思しき語り手が作中
の処処に差し挟む教習1やお説教、持って閤った事事しい語り口など、どれを採っても中井の趣味とは程遠
い。ダンデイーを気取る中弁は、田舎臭い野暮ったさを厭い、都会的洗練を女子んだ。実際、中井のどの作
品を採り上げてみても、軽妙で優雅さに溢れ、その彫琢を施された細部にこそ生命が宿っている。敵をi到
すに長広舌の弾劾演説など必要ないとばかりに、中井の語り口は辛らつなウイットに富み、語諜や風刺の
ぴりっとした風味が効いている。確かにそれに比べれば、ホーソーンの作品はお沼落でない。その点、「大
望ある客人jは語り手がくだくだしく解説やコメントを加えることが少なく、比較的すっきり仕上がって
いて、中井のお践鏡にかなったといったところであろう。
ーに、中井は結末にいわゆる「落ちjのある作品を好んで書いている。もちろん、全ての作品に「落
ち」がイすいているわけではなく、また「落ち」の全てが成功しているわけでもないが、彼の「どんでん返
し」に対する偏愛は否定しがたい。上記の『緋文字Jに関するコメントを見ても分かるように、最初から
話の筋道が見えてしまって、物語はお約束通りに展開し、そして最後に待ってましたとばかりに大団円で
幕となるというパターンの小説は、中井にとって退問以外の何物でもない。時に梓余泊折を経ながらも、
物語が予め定められた結末に向かつて藩実に進行し、最後に期待遇りのグランド・フィナーレを避えて、
読者が大いに満足するという段取りは、『緋文字jの長所でとそあれ、必ずしも短所とは震えまい。しかし
ながら、中井が旅するのを肝むのは、悠々と流れる大河ではなく、スリリングな急流と、その先に待ち
ける奈落の滝である。彼のダンデイズムの真髄は、魔術師のごとき鮮やかな手際で、眼前の平凡な現実を
ひっくり返し、読者を肱牽に満ちた自くるめく幻想、世界に撤り込むことにある。言うまでもなく、彼が敬
愛の念を捧げるフランスの作家たちは、モーパッサンを筆頭にいずれも「どんでん返しjの名人で、あった
し、また彼はいわゆる「大衆作家jについては、スタンリー・エ 1)ン、ヘンリー・スレッサー、ロアjレド・
ダール、サキなどに私淑していたが、彼らは技巧的に仕組まれた短篇を得意とする、意外な結末の大家と
して知られている。「大望ある客人」もホーソーンには珍しく、読者の意表を突く結末を迎える。もっとも
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読み方によっては、神の下した天罰による、必然、の結末ということになりえようが。
中井はこのように f緋文字jに拒否反応を示しながらも、やはりどこか頭の片隅で意識しているのであ
ろうか、意外にも「緋文字」という書葉、あるいはそれを想起させる苦い閉しを所どころで用いている。
例えば中井は1979年に、泡坂妻夫、日影丈古と共著で、『秘文学jという作品を出版している。これは三人
によるオムニパス形式となっていて、暗号をテーマとして、全文暗号で書かれた推理小説である。作品文字』
が『緋文字jのもじりであることは明らかであろう。戦時中、学徒兵として東京市ヶ替の大本営参謀本部
に勤務し、暗号電文の作成、解読に従事した中井の経験がここに活かされている。とはいっても、似てい
るのは本のタイトルだけで、中身はどうも関連なさそうである。また暗号を扱った推理小説という性質上、
ホーソーンの f緋文字jというよりは、ヱラリー・クイーンの f緋文学j(The Scarlet Letters)が念頭に
あったと考えた方が妥当かもしれない。
それとは別に、中井はオーストラリアの流刑地として名高いタスマニア高に旅した経験を基に、 f黒鳥の
暁きjという短篇を書いている。中井はこの小説の中で、流加者につけられた印は、「間人の "p"でも緋
文字の“A"でもない」、「ごろっき (rogue)Jを意味する“R"であると述べている。そして自分は fつい
ぞ熔印らしいものを捺されるような破自に陥ったことはないjと続けている。12 このあたりには「緋文字J
にまつわるイメージが頻りに見え隠れしているが、その後で姦通の話が出てくるでもなく、残念ながらや
はりホーソーンとの内容的繋がりは見出せない。おそらくその場の連想、で、「緋文字」に君及しただけのこ
とで、大した意味はなさそうである。
上記のニつの倒は、単に f緋文字jという作品のネーム・バリューを利用した表面的引用に過ぎず、作
品の本質的な部分には偲ら関わっていなしミ。そこで f緋文字Jとの深い内的な関わりが感じられる中井作
品を探すとなると、「真夜中の鶏」に指を臆することになろう。「真夜中の鶏jは1975年に雑誌に発表され
た後、翌年 f人形たちの夜j のー篇として収められる。~人形たちの夜』にはそれぞれ独立した十二の短篇
が集められているが、問時に人形を共通のテーマとして、互いに緩やかな結びつきを探っており、長篇と
しても読めるよう構成されている。
まず手始めに「真夜中の鶏」の内容を簡単に紹介しておくと、主人公は砂美という若い娘である。彼女
には母親がおらず、時計戦人の父親に育てられた。父親は片澗しかなく、彼の話によると、戦争で負傷し
て失ったという。彼女には母親の記憶がないが、自分はどこかの刑務所で生まれたような気がしてならな
い。だが父は彼女に、母は病気で死んだと以外、何も話してくれない。彼女は病の床に就いた父から、母
のことを開き出そうとするが、父は口をi禁んだまま息を引き取る。彼女は少女時代、加荘地の森の中で、克
知らぬ少年と初体験をして以来、男から男へと渡り歩く女に身を落としていく。彼女は須山という料理人
と知り合い、そのやくざな性格に惹かれて、同棲を始める。だが次第に所帯じみてくる須山に興味を失う。
彼女は須山から、友人の長谷が彼女の出生の秘密を知っていることを告げられる。 被女は母の真実を突き
止めるため、調山を捨てて、長谷のもとに走る。
以上のストーリーは、人形研究家の鬼頭が、知り合いの経師屋長谷から話を開くという体裁をとってい
る。鬼頭は語り手の「私」として、 f人形たちの夜Jという作品全体の狂言自しの役をつとめている。つま
りこの小説は、砂英が自らの生い立ちを長谷に語り、その話を長谷が鬼頭に伝え、それを更に鬼頭が読者
に伝えるという形式を取っており、いわばニ重の枠物語 (framenarrative) となっている。そして語り
の鬼頭自身、『人形たちの寂jの中の「異形の列J等の作品で明かされているように、その生まれ育った家
庭環境ゆえに、女性に対する思折した感慣を抱えている。そのため砂美の物語が鬼頭から読者に伝達され
る過程で、語り手による無意識のバイアスがかかって、話に微妙な歪みが与えられている。鬼頭自らが、
「その話を、しかし私はどれほど忠実に開いていたのだろう。あるいは簡えてくる言葉の端々を捉えでは
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潤色し直し、もしくは勝手な空想をつけ加えて私の好みに作り査していただけかも知れないといまは思え
るのだがj、と認めている通りである。13r緋文字jにもそれと問様の語りの設定がなされている。つまり
ホーソーン自身と比定しうる語り手の「私Jが、税関の倉庫でピュー氏の書き残した原稿を発見し、加さを
編集の手を加えた結果が、『緋文字jという作品であるとされる。そのピュー氏はへスターを直接見知って
いた老人たちから昔の話を開いて、原稿に書き記したとされており、やはりニ重の枠物語となっている。
しかも「私Jはピュー氏の原稿に大枠では従いつつも、登場人物の動機や心情については豊かに想像力を
羽ばたかせ、自分自身の手になる部作といってよいほど自由に筆を揮っている 011
ストーリーだけを眺めてみると、 f真夜中の鶏」と『緋文字Jの一体どこが骸ているのか、不思議に思わ
れよう。しかしながら、前作品の類縁関係を了解するためには、表面上のストーリーを突き抜けて、物語
の奥底に流れる精神の在り方や、そこに込められた悲しき希求、切なる祈りにも似た思いにこそ心眼を巡
らすことが求められる。そうしてこそ初めて両作品を結ぶ文学的紐帯を見出すことができるのである。そ
の結び自に位聾しているのが、精神的双子とも称すべき、「真夜中の鶏」の砂美と『排文字』のパールの存
在である。この二人の間には数多くの共通点があり、パールを砂美の原型として捉えることができる。そ
こで以下ーにおいて、更に詳しい細部に日を配りつつ、両者を結ぶ譲点を探っていきたい。
まず第一に、砂美は母親が刑務所に入っている時に、獄中で生まれた子棋である。彼女は生後一年して
鼎務所から出され、保護施設に移されたため、ぼんやりした記i意しか残っていないが、荒涼とした雪原の
向こうに浮かぶ刑務所の白い建物を、少女がぽつんと一人で、眺めている情景が、彼女の心の原風景となっ
ている。そして少女はこれといった理由もなしに、母親がその建物の中で報役しているに違いないと信じ
ているのである。砂美の話がこの刑務所の情景から始まるのと閉じように、?緋文字jもパールが母ヘス
ターの胸に抱かれて、監獄から出てくる場面で幕を開ける。そしてパールもヘスターが獄中にあって産ん
だ赤ん坊である。幼時のこととて、記憶は不確かながらも、この場面こそまさにパールにとっての原風景
と雷えよう。
に、砂美とパールは共に小さな子供の時から「原罪jを探し求めている。砂美は作中で、「本気で、自
分の原罪を探す女J(595)と評されている。ここで苦う「原罪Jとは、キリスト教で意味するところの、 f人
間誰しもが持って生まれた罪に傾きがちな性向Jということではなく、中井流の改変が加えられて、「子供
によって受け継がれた親の罪jという程度の含意で使われている。砂英には母久美が何の罪を犯したのか、
またそもそも罪を犯したのか否かさえもはっきりと分かつていない。にもかかわらず、彼女は親の発業は
に受け継がれるものと信じて、自ら求めてそれを担おうとする。「原罪jという雷葉を砂美の解する意味
で鎧うとするなら、パーjレの場合も、母へスターの犯した過ちゆえに、「原罪」を背負っていると言えよう。
それはパールのあずかり知らぬ罪ではあるが、彼女はその重荷から逃れることができない。
ーに、砂美にとっての「原罪Jは、父の切断された脚という象徴の形を寂っている。というのも、父
が脚を断ち切られた出来事は、母:の罪と何らかの関連があるに違いないと彼女は院んでいるからである。
そのため彼女は父が脚を失ったわけを突き止めようと手を尽くし、また死の床に就いた父に問いかけもす
るが、父は何も答えてくれない。そこで「父から原罪を拒否されたのなら、せめて自分で作り出したいと
でもいうようにJ(591)、彼女は男との閣れた同棲生活へとのめり込んでいく。パールにとっての f原罪J
の象徴は、母ヘスターが胸に着けた緋色のAの文字である。彼女がその文字の意味をヘスターにしつこく
尋ねる行為は、母の犯した罪を問うに等しい。だが母親はパールの質詞を適当にはぐらかして、真剣に答
えてくれようとしない。このホーソーンの作品においては、母の胸の緋文字さながらに、きらびやかに刺
繍を施された服を越ったパール自身が、生きた緋文字としての役割を担っている。ヘスターはパールに派
手な報装をさせて、わざと世間の人々にその罪を誇示しているかのようにさえ感じられる。同じく中井作
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品の砂英も、まるで自分が生きた緋文字になりたがっているかのように、「あたしには“罪"が必要なの。
自分では犯した覚えもない罪。その癖きらびやかな刺青のように、誰もの設に見えてしまう罪がJ(590) 
という心の叫ぴを発している。また彼女は、「そうしてようやくあたしは、天下晴れて、“罪"を身につけ
ることが出来るじゃないの。万歳だわ、万々歳だわJ(594)とも述べて、「涼罪jを世陪の自に晒すことに
異常なほどの熱意を示している。
第四に、砂美にとって「原罪jを探るということは、自らのアイデンティティーを探し求めることに等
しい。彼女は母が刑務所に入れられた理由が自分の出生の秘密に関わっていると信じており、そえゆえに
自分とは何者であるかを知るために、母の罪を追い求めるのである。また、たとえ母の罪障が出生の秘密
とは無関係であったとしても、子供が大人として成長し、確たる自己を築き上げていくためには、まず自
分の親はいかなる人間あるかを知った後に、それをロール・モデルとするなり、逆に反発して乗り越えて
いくなりすることが必要とされる。パールがしつこく母の胸の緋文字の意味を問うのも、それが自らの出
生にまつわる謎を解く鍵となっているからである。 Aの文字が意味するところが分かれば、彼女の父親の
正体も明らかになり、自分が誰かも知れることになる。まさしく DouglasPowersがパールを、冶 child
trying to discover herself と規定している通りである。15だからこそ、最後の場面でデイムズデールが姦
通の罪を告白した時、娘パールは自らのアイデンテイティーを見出して、“growup amid human joy and 
sorrow. nor for ever do battle with the world. but be a woman in it" (256)することを許されたのである。
に、砂美は母久美の罪が姦通と関係あるのではないかと疑っているらしき節が見受けられる。彼女
は田舎の出荘地にある叔母の家に泊まった際、真夜中に鶏の盛んな鳴き声を耳にしている。この出来事は、
作品のタイトルとなっていることからも分かるように、極めて重要な意味合いを有する。真夜中に鶏の声
を開いた彼女は、次のような空想、を巡らしている。
魔女の宴には鶏の生血が必要なんだと何かで読んだことを思い出し、首を制ねられながら夜空を朔ぶ
鶏を思って次の声を待つのだが、それはもう二度と鳴かない。必要なだけの鶏の首はすでに集められ、
森の輿で大鍋を閤んだ魔女の宴は始まった。贈りで跳びはねる保儒たち。大鍋の中で煮立つ薬草のあ
わいに、自い験を閉じた鶏の首が浮き沈みし、あまりに濃い謂に口を塞がれでもしたように、生き残っ
た鶏も沈黙する。 (584)
つまり砂美は鶏の鳴き声に、森の輿で開かれる魔女集会の淫乱なる (狂宴)を連想しているわけである。
そしてキリスト教の解釈によれば、雄鶏は肉欲あるいは姦通 (adultery)のシンボルとされる olG砂美はそ
の同じ森の中で、どこの誰とも知らぬ少年と初めての体験を交わす。少年の冷ややかで倣然たる振舞いは、
どこかしら悪魔めいた雰囲気を漂わす。彼女はその出来事を f受洗J(586) と呼んでいるが、これは魔王
から黒ミサの洗礼を受けたことを示唆しているのであろうか。彼女は「大きくなったら必ず、魔女になるよ
う、もう夜の大王から缶命されているJ(584) とも語っている O 砂美の身辺に付きまとう姦通のイメージ
は、 1mの箇所にも見て取れる。初めて長谷と砂美の連れ立った様子を自にした鬼頭は、そこにおさん茂兵
衛の姿をだぶらせている。おさん茂兵衛といえば、井原商鶴の f好色五人女jにも描かれているように、
姦通の罪を犯したために、市中引き由しの上、処刑されたことで世に名高い。そしてパールの母ヘスター
の犯した罪が姦通であることは今更言うまでもあるまい。その上、ヘスターはどューリタン社会の人々に、
森の奥で、の魔女集会への参加を噂されており、また彼女自身がそれと灰めかすような言葉を口にしている。
第六lこ、砂美は平素は努めて明るく振舞っているが、母親から背負わされた「原罪Jゆえに、心の1まに
は欝屈した感情を抱えている。そのため彼女は周醤の人々に漆け込むことができず、絶え障ない疎外感に
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悩まされている。通常の社会生活を営むことができない彼女は、世のアウトローであるやくざ者の男から
男へと渡り歩き、自らも社会的アウトサイダーへと転落していく。パールも母の犯した罪の道連れとなっ
て、ぜュー 1)タン社会の地の子供たちに立ち交じって生きていくことを許されず、世陪から孤立した生活
を送っている。パールが母に連れられて植民地の町中に足を踏み入れると、周聞から警戒と蔑みの日を向
けられる。そしてピューリタンの子供たちから、しつこいいじめと嫌がらせを受ける。砂美も町を歩いて
いると、警官をはじめ周期の人々から、名手めるような鋭い視線を浴びせられる。これは一種の気のせいで
あろうが、彼女の内なる疎外惑が外界に反映されたためと考えられる。彼女の空想、は更に拡がり、愛玩す
る人形のパルちゃんに託して、いじめっ子に道で待ち伏せされる場面に思い耽る。
以上六点にわたって、パールと砂美の接点を探ることで、「真夜中の鶏jと『緋文学jの内的世界におけ
る繋がりを検証してきた。そして両作品は物語の幕を開じるに際しでも、持を同じくしている。すなわち、
父デイムズデールの罪の告白により、パールが前親の秘密を知った時点は、長谷の話によって、砂美の自
の前に母久美の生涯が曝け出された時点に相当する。真実が明かされた時、パールと砂美の自己探求の旅
は終わりを告げ、二人をめぐる物語はそれぞれに幕を迎える。だが厳密に言うと、「真夜中の鶏」はそのま
までは終わらない。幕が一旦関じたと思ったら、すぐに再び関かれて、次なる出し物が読者の離に披露さ
れる。それが f人形たちの疫jの第二話「真夜中の鶏Jに続く第三話の「般行jである。
「披行」は f真夜中の鶏」の続篇といった体裁をとっていて、そこでは砂美の母久美の秘替に光が当てら
れる。『緋文字jの結末では、デイムズデールとへスターの姦通の事実は明らかにされでも、そのいきさつ
については不明のままである。いわば「真夜中の鶏jが、『鉾文字jに生起する一連の出来事のうち、作中
で描かれた部分に当たるとすれば、「蹴行jは直接 f緋文字J中に描かれていなし、、その前段階の部分に当
てはまる。つまり「真夜中の鶏」が砂美=パールの自己探求の物語とするなら、「般行jは久美=ヘスター
が罪を犯すに主る経緯を殺った物語である。そのストーリー自体は『緋文字jと似ているとは到底雷いが
たいが、ただし唯一久美と砂美の母娘関係には、 f緋文字』のへスターとパールの関係を訪御とさせるもの
があり、その点にのみ限って幾つか指捺しておきたい。
荷作品の母娘関係において、その際立つた特鍛をなしているのは、母親が娘に対して抱く、強烈な愛と
苦悩の混じり合った感情である。久美は扱娠中、寝ている夫笛崎の脚を刃物で滅多切りにして、不具者に
してしまった。獄中で生まれた砂美は、その父親である笛崎のことを久美に絶えず思い出させ、罪意識で、
苛んだ、に違いない。だがそれと同時に、彼女が辛い賎罪の日々を送る中で、いとけない赤ん坊の存在は、
この世に残されたただ一つの態めと生き甲斐でもあった。その証拠に、久美は出産して一年後に砂美を奪
われると、心身とも消耗し尽して、このt詮を後にする。絶望のi賠に沈む久美にとって、砂美は文字通り「掌
中の珠jであった。一方、 f緋文学jのパールもその名の示すように、まさに母ヘスターにとって「真珠」
であった。「真珠jは単に f貴重なもの」、「尊いものJを表すだけではなく、 JohnA. Andolaが、 "asymbol 
of both pain and joy"と述べている通り、安め苦であると同時に祝搭でもある。17ペリンガム部での話し
合いで、ヘスターはパールを奪われそうになった時、 Pearl keeps me here in life . . . Ye shall not take 
her! 1 wil die first!" (113)と叫んでいるが、ここで "Pearl"を“砂美"に量き換えさえすれば、そのまま
久美の叫びとしても通用しよう。
次に母と娘の性格や感情が合わせ鏡となっている点も、 n湾作品の親子関係に共通している。久美は若い
頃から男遍援を重ねて、故蒋な愛欲生活を送ってきた。その淫蕩な血が娘にも受け点誌がれ、砂美も次々と
男の需を渡り歩く。物語のナレーター鬼頭によれば、 fつくづく思われるのは母娘の血の哀しさであり、そ
れも地上の罪などではない、女の内部・男の内部に浸みついている業というか原罪の深さであった。J18砂
美が母久美の性情を挟し出す一種の鏡ともなっているのと間諜に、“Pearl. . . isthe essence and mirror 
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image of Hester's mind and heart"となっている。19パールは持に応、じて、奔放で、熱情的にも、意地悪で冷
笑的にも、優しく語、やかにもなりうるが、これは決して彼女の分裂症的な性格異常を示すものではなく、
彼女の母親が冷ややかな仮蔀の下、鞠の奥深くに隠している多様な感情の反映である。下earlidentifies 
with Hester's unconscious as well as conscious attitudes"であるがゆえに、母親のその時々の患いを映し出
して、一見矛盾しているとも見えかねない様々な感情がパールに発現するのであるf父一人子一人の孤
独な境遇に育って、ロール・モデルとなるべき向性を身近に持たなかった砂美も、母久美に自らのアイデ
ンティティーを求め、その姿に自己を重ね合わせていたと解されよう。
先に砂英とパールが被っている社会的な疎外状況について述べたが、その原閣の一端は彼女たちが母親
とあまりに強く自己開一化していることにある。つまり母親が周屈の世界から排斥されているため、娘た
ちもそれに引きずられて、社会の中に確たる自分の居場所を築くことができない。母親が社会的に疎外さ
れている原田は、彼女たちが罪を犯したことにあるが、逆に彼女たちが社会的疎外感を抱いていたことが
原田となって、罪を犯したとも考えることができる。久美は戦前の軍国主義の時代、不具の男たちとばか
り次から次へと関保を結ぶ。彼女は幼い嘆から不具者しか愛することができず、その理由は彼女に雷わせ
ると、 f日本そのものが披を曳いてjおり、 fそれを代表する軍国主義の男たちとわたくしは肉欲だけで結
ばれたJ(615)ためとされる。何やら分かったような、分からぬような理屈であるが、とにかく彼女は戦
後になって、日本が「正常」な社会に廃った時、今までの乱れた生活を清葬して、初めて健常者である答
l埼を愛することができるようになる。ニ人は結婚して、彼女はめでたく妊服するが、昭和二十六年
予備誌が組織され、再箪備の機運が盛り上がる021 そこで彼女は夫を箪隊にとられることを恐れて、被の脚
を刃物で切り落とす02ヘスターの場合も、社会の抑圧的雰囲気に違和感を覚え、それに対する反抗の気持
ちが姦通という形を攻ったと想像することが可能で、ある。ヘスターの生きていたピューリタン植民地は、
日本に負けず劣らず、社会的規制や患想的統制の強い社会であった。彼女はピューリタン社会の
押し付けがましい性道徳に我慢ならず、あえてその代表者である牧師を選んで、不信の相手としたと考え
るのは穿ち過ぎであろうか。砂美とへスターの行為を一種の社会的プロテストとして捉えるなら、彼女た
ちの犯した罪は、それぞ、れ作者中井とホーソーンが自らの暮らす社会に対して抱く反発の投影として解さ
れよう。中井は戦前に身をJ;!、て体験した箪国主義に強烈な嫌悪感を抱いていたし、また戦後も民主主義の
世の中が次第に戦前に逆戻りしつつある風潮に危'1其を感じていた。ホーソーンが不寛容、偏狭さ、頑迷さ
など、未だにピューリタン的精神風土の悪しき残浮を色濃く留めるアメリカ社会に、少なからず違和感を
えていた事実は、ことさらに指摘するまでもあるまい。
中井作品とホーソーン作品のそれぞれの母娘関係を見たついでに、父娘関係も軽く しておこう。砂
美の父宮崎とパールの父デイムズデールは、どう見ても似ているとは雷いがたい。だが笛輔の外貌は、パー
ルの実父ではなく、もう一人の父親をただちに思い起こさせる。それは彼女の f義父J、あるいは「継父j
とも呼ぶべき、母ヘスターの夫チリングワースである。生前パールにだけは向'情的態度を示し、死後には
その莫大な財産を遺贈したチリングワースは、披女の父親を以て自らを任じていたらしき節が感じられな
くもない。チリングワースと宮崎は共に老年にあって、不具の身を拾えており、その外見的類似は明らか
である。また霞者のチリングワースが豊かな学識を有し、学者約風貌の持ち主であるのと同様に、箆!崎も
「怜倒に冴えた額をし、実際に考え深く学期に秀でJ(614)ている。妻ヘスターは鴎らの姦通の行いがチリ
ングワースの心に傷を与えたことを寵しているが、久美も夫を寝つけてしまったことを済まなく思ってい
る。パールの「義父」は死に際して、“hepositively withered up， shrかεlledaway . . . likean uprooted 
weed that lies wi1ting in the sun" (260)するが、砂美の「父は枯れるように死んだ、J(589)とされる。つま
り笛崎、久美、砂美という親子三人の家族は、チリングワース、ヘスター、パールという諜似家族を引き
130 鈴木 繁
したものと見なすことができる。
?
上記の論考により、中井がどこまで意識していたかは別にして、ホーソーンの f緋文字jから文学的借
用を行っていることはほぼ間違いなかろう。作家が文学的借用を行う際、対象となる作品の全てを借りて
くるなどということはまずありえない。そこで潤われるべきは、借用される側の作品が様々な側面を有す
る中で、倍用する側の作家が特にどの部分を採り上げ、どの部分を主主て去ったかという取捨選択の開題で
ある。『緋文字Jといえば、世間一故には姦通小説と通り相場が決まっているが、中井がその方面には興味
がなかったことは明自である。「真夜中の鶏」ゃ「肢行jにはおよそ姦通の話は出てこず、また中井の他の
作品を見渡してみても、姦通のテーマを真正面から扱った物語はどこにも見当たらない。中井の小説に姦
通を犯す人物が時に登場することはあっても、そのことが倫理的に罪として間われることはない。それど
ころか、精神の自由なる発露、生あるいは性の謡歌として、肯定的に捉えている向きさえ感じられる。中
井ーには姦通や私通を道徳的な罪悪とする観念はなかったものと考えられる。そもそも、ホモセクシャルの
傾向のある中井にしてみれば、夫婦聞の不倫などどうでもよかったのかもしれない。
そこで我々が問題とすべきは、中井が f緋文字Jの登場人物の誰に注目して、「真喪中の鶏」の主人公に
据えているかという点である。向上文字jの主人公は誰とは明確に決めがたいが、個々の評者の解釈に応じ
て、ヘスター、デイムズデール、あるいは時にチリングワースとするのが順当なところであろう。パール
を何らかの象徴と見なして、その役割や機能の重要性が指摘されることはあっても、彼女を正面切って主
人公とする評論はまず見当たらない023 ところが中井は脇役のパールに着目して、自作の主人公のモデル
としている。
そこで、浮かび、上がってくる疑問は、なぜ中井はことさらにパールを主人公に選び、彼女を原思として砂
を創造したかということである。その理由として、まず第一に、中井が抱く根強い流刑意識、恥意識と
の絡みが挙げられる。中井はエッセ一等の中で、実は自分は何らかの手違いで日本に生まれてしまった、
あるいは地球に生を享けてしまった流刑罰であると繰り返し述べている。備えば f虚無への供物jの「あ
とがきjに、「オレはこんなところで生まれた筈はない、どこか遠いところ、たとえば他の天体からむりに
連れてこられたのだと、幼年のわたしが悶く信じて、その故郷へ戻るための呪文を日夜唱え続けていたの
は・.. Jという文章が克出される 021地球という惑星への流刑広lは、元の星での記憶を一切抹殺されてお
り、また長らく涜熊地に暮らすうち、配流の生活に慣れ親しむあまり、故郷の星に帰る気持ちをなくして
しまう恐れがある。彼らは故郷の星で何らかの罪を犯したがために、地球に追放されたわけでLはなく、「克
えない意思による強制流刑jによって、「誤って地上に生を承けたjのである。お
我が身に罪の覚えはないにもかかわらず、この流刑意識は恥の意識と心の中で深く繋がっている。中井
は初期の「蝿の経展jや「黒鳥諮Jなどの小説において、自らの抱く部意識の追究を試みている。中井の
帯意識の由って来る所以については、戦中に母を亡くした後もおめおめと生き続けていること、新生日本
に対する中井の熱い期待を戦後社会の現実が裏切ったこと、その社会の有様を変革するために何の行動も
起こしえない己の不甲斐なさなど、様々に推棋できょうfだが、その元々の源が何であれ、「自分の中で
執掬にうつむいたまま顔をあげようとしない“恥"の塑像にほとほと私は鴎惑し、もてあまし、なおそれ
がどうでも動く気配がないと知ったとき、私は初めてこの池上が“本国"からあまりに遠い流刑地だと知っ
たjとの書葉から明らかなように、中井の恥意識は、本来自分のいるべき「本間Jではなくて、遠い「異
自jの流刑地に身を置いていることに、根本的に起因している 027つまり都ずべき行いがあったがゆえに、
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流刑に処されたわけではなく、逆に流刑に処されているからこそ、誌の意識を感じるのである。「誤ってj
f強制流刑」された囚人には、その誌に対して何の責任もない。それと同様に「真夜中の鶏Jの砂美も、ま
ず最初に社会的流刑という立場に置かれていて、そのことから彼女の言うところの「原罪J意識が芽生え
てくる。:{皮女自身は何の罪も犯していないにもかかわらず、「掠罪jという名の十字架を背負わされている
のである。とすると、中井の苦う「奇心 とは、砂英の「原罪j意識と極めて近いものと考えられる。
『緋文字jのパールの場合も、自分の流刑の境還を意識したことが、彼女に「原罪」を意識させたので、あっ
て、決してその逆ではない。そして彼女も己に科なくして、母の犯した姦通の探のために、いわゆる「原
罪jを負わされて、ピューリタン社会の題縁部へと「流刑」されている。このような境桂にあるパールに、
中井は自らの精神的似姿を認めて、自作のモデルに採用したものと推測される。
中井がパールに注思したもう一つの理由として、彼の母親に対する激しい恋慕の情との関連が指捕され
よう。日本近代文学には泉鏡花、谷l崎潤一郎と続く母恋い物語の系譜が認められる。中井は鏡花や潤一郎
の文学を高く評価していて、それが理由というわけでもあるまいが、彼の描く作品世界には母への愛憐の
情が通底しており、やはり母性思慕の系譜に速なる文学者と克なすことができょう。中井の母茂子は、谷
lu奇の母と閉じように、決して若死にしているわけではなく、彼が二十二歳の時まで生きている。にもかか
わらず、母は彼の子供の頃から変わることない愛慕の対象であり続け、その思いは彼の作品や発言の至る
ところに顔を出す。そして茂子が昭和十九年に悪化した食糧事情と持病のために命を落とした時、彼の母
に対する思いは悲しみの奔流となって法る。当時の彼の日記には、 fもう二度とこの段の中で、そればかり
ではない、この先何遍生れ変ったとて、あの母にはもうめぐり会ふことは出来ないのだ。人間に何度帰つ
でも、世界中を尋ね歩いてもあの母はどこにもゐない」とあり、あるいは再び、母と会うためなら、死さえ
厭わぬ気持ちを示して、「とぞこへどう追ひ駆けていったら、あの母に会へるのだらうか。いまは、死ぬこと
に幸福な夢が輝き出してゐる。死ぬことだけが、もしかしでもう一度母とめぐり会ふことを許してくれる
だらうからJとも記されている 048吏には戦争の真っ只中にあって、 f幾百万の兵士の死も、いま己にはな
んの感動も与へぬ。日本の運命、いひかへれば祖国とか国家の名誉、義務等々より、わが母の苑が軽いも
のだとはどうしても考へられない弓なのだ。自本中の母といふ母を守るために、といふ雷葉も、その中に
自分の母が入ってゐないのをおもへば、一顧の髄値もないjとまで、言い放っているf男の子が母親を慕う
気持ちは、誰にでも多かれ少なかれ共通しており、また中井の場合、栄養不足による病気の悪化に苦しん
でいた母をむざむざ殺してしまい、その蹴終にさえ立ち会えなかった己の不甲斐なさへの怒りも加わって
いたに違いない。しかし、それを差しヲ|いたにしても、母の死に対する中井の嘆きょうは尋常でない。
実l土中井が母に抱く強烈な思慕の念は、先述のi定期意識に深く関わっている。彼は同じ日記の中で、「幼
児の一一十六、七まで続いた、母とただ二人、中井といふ悪魔の家に人質となってゐるといふ空想jについ
て語っているf ここに出てくる f中井といふ悪魔の家Jという雷葉からも察せられる通り、彼の母への愛
は、幼少の頃からどうしても制染めなかった父猛之進への増しみの裏返しという側揺を持つ。この父への
憎しみが流刑意識の一因ともなったわけで、あるが、その'1曽っくき父親は、同時に母への迫害者でもあった。
中弁はあるエッセーの中で、父のことを「無類の女好き・酒好きで、乱酔しでは妻子らを打撃sしていた悪
鬼jと呼んでいる。31 そこで中井は愛する母を自分と同じ境遇に置かれた流刑囚仲間と空想、し、それゆえに
ますます母への愛を強めていったものと想像される。ただし、優しい母であると同時に、従目指な妻でもあっ
た茂子は、いつも中井と被害者感情で結ばれた流刑囚仲間でいてくれたわけではない。中井ーが思い描いて
いるのは、あくまで想像上の母に過ぎず、現実の母ではない。従って現実の母が彼の空想と離額をきたす
時、彼女は贋物の母に探せられる。中井にしては珍しく自伝的要素の濃い「燕の記i意」という短篇の中で、
その気持ちは以下のように語られている。
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母は大抵の場合贋物としか思われず、なつかしいニ人のふるさとからわたしと一緒にこの家へ捉えら
れてきたほんとうのオカアサマなどは、滅多に姿をあらわしたためしもなかった。先年瑞典のへんよ
り帰朝した父の如きは、わたしにとって悪魔大王に他ならず、この魔王と贋物の母をどうして殺すか
ということだけが、またこの家に仕掛けられた数々の秘密な機械をどうして一遍に暴き出すかという
ことだけが、幼年のわたしを最も悩ました課題であったのだ032
だが現実の母が亡くなった今、その思慕の自由な発露を祖む障害は全て消え去った。最早母が中井の想
像に逆らう恐れはなくなり、彼の思い通りの「オカアサマjとなった。 母への屈折した恨みの気持ちは解
消され、ただ愛慕の念のみが残された。この欠けるところなき母恋いの思いと、長らく抱いてきた流刑意
識が相倹って、文学的昇華を起こした時、 f真夜中の鶏jの砂英に結品したと考えることはできないだろう
か。この世に居場所を見出せず、自らの拠り所を求めて、亡き母の姿を追い求める砂美の姿は、作者中井
の自路{象にほかならない。
子供が不在の親を恋い慕い、その跡を追い求めるという構留は、ホーソーンの『緋文学jにも見られる
ところである。ただし f緋文字jの場合、子供のパールが探し求めるのは、母親その人というよりは、父
親となっている O というのも、パールが母ーから受け継いだ「原罪jを探求することは、結渇その「掠罪j
の共犯者である父を探求することを意味するからである。 GloriaC. Erlichが述べている通り、“She
[Pearl] had to search through her mother to discern her father. . . "ということになる。お追い慕う対象
が父親であることは、作者ホーソーンの生い立ちに起因すると考えられる。彼は四歳にして、船長だった
父をオランダ領の南米ギアナで亡くしている。それ以後、母は再婚することなく、ホーソーンは父親不在
の家鹿で、育った。そのような環境にあって、男の子がともすれば父親に漢としたA憧れを抱き、もっと詳し
く知りたいと願うのは当然であろう。しかしながら、ホーソーンの作品には息子が父親を直接的に恋い慕
うという物語は克当たらない。父への思慕の念はどこか崩折した形をとっていて、部えば「人間の大岩j
( "The Great Stone Face")の主人公アーネスト少年の周辺には父親らしき人物が存在せず、従って彼が岩
の人面と似た顔を持つ偉人のIB現を待望することは、父親を探し求める行為とも解釈できるが、彼の探求
の対象は実の父親ではなく、あくまで父親の代替物に過ぎない。また、「ぼくの親戚モーリノー少佐J(“My 
Kinsman， Major Molineux")においても、ロビン少年がボ、ストンの町を探して歩くのは、やはり本当の父
親ではなくて、心理学的に父親の代役をつとめる親戚のそーリノー少佐であり、しかも彼が最後に尋ね当
てたその相手は、全く期待外れの人物であった。そして f緋文字jでは、父を追い求めるのは少年ではな
く、少女に変えられているが、 Erlichが論じているように、父親の正体を突き止めようとするパールの姿に
は、幼くして亡くした父親を探し求めるホーソーン自身の心'請が投影されていると見るのが妥当であろ
う。討中井はそのパールの姿に自らの心南を託すべき原型を見出して、彼女を主人公とする小説を著した
というわけである。
もしも中井が自分と母競の関係を、砂美と久美の親子関係に依託したとするならば、中井の母茂子=久
という等式が成り立ってしまうことになる。久美は作中で、若い頃から身を持ち崩したi主婦として描か
れており、一方中井は母をまるで崇拝するかのごとく恋い慕っていた。とすると、中井が久美を母になぞ
らえて描くというのは、いかにも奇異に感じられる。だが、ここで思い出されるのは、ホーソーンが姦婦
ヘスターを聖母マリアに聡える見方を示していることである。赤ん坊のパーjレを胸に抱いて、さらし台の
上に立つヘスターの様子は、次のように描写されている。
Had there been a Papist among the crowd of Puritans， he might have seen in this beautiful woman， so 
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picturesque in her attire and mien， and with出einfant at her bosom， an object to remind him of the 
image of Divine Maternity， which so many illustrious painters have vied with on巴 anotherto 
represent; something which should remind him， indeed， but only by contrast， of that sacred image of 
sinless motherhood， whose infant was to redeem the world. (56) 
一方久美の方も、淫蕩な女とされながら、なぜか聖母マリアのイメージで語られている筒所が見受けられ
る。彼女は夫の笛崎から与えられた愛を、「この三十年に及ぶ罪深い生活をこともなく洗い流してくれる
ほどの広大無辺な、底知れない愛J(616)と呼んでおり、これではまるで尽きることを知らぬ神の愛のよう
にも関こえかねない。更に彼女は、 l'まとんど神の愛に似た、そんな無辺際の愛が夫から与えられ、のみな
らず恩寵はさらに深く、その調子までを身龍ったJ(615-16)、とも諾っており、もうここまでくると、彼
女が夫を神と問一揖していることは疑いようもない。となると、神の「御子jを身龍った久美は、聖母マ
リアということになり、彼女が産んだ赤ん坊の砂美は、 f緋文字』のパールと同様に、救い主イエス・キリ
ストに擬せられる。久美は「娼嬬だから、淫らな女だから救われ・. . J (615)と述べているが、こ
を耳にすると、新約聖書のマタイ伝に出てくる、「幸いなるかな」という文書で始まる山上の垂訓の八つの
教え、つまり「入福jが一瞬頭をよぎる思いがする。もちろん実際には、これに類する教えは八福にはな
く、それどころか逆に山上の垂習iIでは姦淫は厳しく戒められているのであるが、中井の創作にかかるこの
逆説的な教えは、彼が久美に託して込めた切なる患いをまざまざと表していると言えよう。
これまで中井とホーソ…ンの作品の類似点ばかりをことさらに並べてきたが、中井作品に顕著に見られ
る倫理的価値観への無関心、 SM小説まがいの濃密な性描写など、お互いの間には相違点も決して少なく
ない。そこで、最後に両者の関係を総括するならば、中井は亡き母への思いを込めるのに恰好な物語の見取
り閣を f緋文字iに発見し、その基本設計に依拠しつつも、作品世界をより卑近かつ卑俗なものに置き換
えて、独特の中井ワーjレドを繰り広げてみせたといったところであろうか。中井は国の内外を関わず、数
多くの作家から様々に影響を被っており、しかも彼はその文学的借用関係をさして滞そうともせずに、告
らの作品の中で存分に活用している。そのような中にあって、ホーソーンが中井に及ぼした影響など、地
の作家に比べてみれば、鍛々たるものでしかないことはもとより承知している。とはいえ当論文において、
中井が一見全く毛急の異なるホーソーンからさえも、貧欲に文学的滋養を汲み取っている事実を示し、そ
の作品世界に意外な方向から光を当てることができたとするならば幸いである。
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